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    Practical Application of Intellectual Property Right and International Standards for Packaging 

 

  包装開発、ビジネス展開において重要な知的財産権及び国際標準化活動,の活用方法について、 

 特許、意匠、商標、ISO 規格化活動を中心に事例研究を含んで解説する。 

 さらに開発テーマ設定、開発実務で必要な知的財産情報の利用方法について 

 オープンイノベーションを含めた事例を紹介する。 

 なお講師は、2006 年以来ISO 第１２２技術委員会（包装）のコミッティーマネージャ（旧省：国際幹事）である。 

 

【講座内容】 

 

１．包装分野にかかる知的財産の状況と国際規格化活動の現状 

２．知的財産権の取得、活用、ラインセンシングにおけるポイント 

３．事例研究（特許、意匠、商標、不正競争防止法など） 

４．知的財産情報の種類 

５．包装開発の流れと知的財産情報の活用の実際 

６．テーマ探索と特許調査 

７．事例研究 
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